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７．正準相関分析 【動画】 

変数間の相関は、相関係数や順位相関係数で与えられますが、これを拡張して、変数の組

と変数の組の間の相関係数を考える手法を正準相関分析といいます。それぞれの変数の組

で正準変数と呼ばれる 1 次式を作り、その正準変数の相関が最も高くなるように、式の係数

を決めます。例えば以下のように、変数 1x と変数 2x で１つの正準変数 y を作り、変数 3x と

変数 4x でもう１つの正準変数 z を作って、それらの相関係数が最大になるように係数を決

めます。 

1 1 2 2

1 3 2 4

y a x a x

z b x b x

= +

= +
 

 この y と z の相関係数を正準相関係数といいますが、以後は例を用いて分析を見てみま

しょう。 

例 

正準相関分析.txt (p1) のデータを用いて、身長と座高、及び体重と胸囲の間で相関の高い特

徴的な量を求めよ。 

身長 座高 体重 胸囲 

148 78 41 72 

160 86 49 77 

159 86 45 80 

153 83 43 76 

： ： ： ： 

148 78 38 70 

 

C.Analysis のメニュー［分析－多変量解析他－関係分析手法－正準相関分析］を選ぶと、

以下の分析実行画面が表示されます。 

 

図 1 正準相関分析実行画面 

データの正準相関分析.txt (p1) は以下の通りです。 

https://www.youtube.com/watch?v=MPdrOa1Pu6k
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図 2 正準相関分析.txt (p1) 

変数の並びが正準変数の並びと同じなので、「変数選択」で「All」を選び、「第 1 変数の数」

を 2 にすると、2 つの変数にうまく分けられます。その後「正準相関分析」ボタンをクリッ

クすると以下のような結果が表示されます。 

 

図 3 正準相関分析結果 

ここで大切なのは、正準変数 1 の正準相関係数 0.894 です。これが係数をうまく選んだ場合

の相関係数で、係数はその下に表示されています。但し、分析実行画面の「モデル」で「相

関行列（標準化）」（デフォルト）を選択していますので、変数はすべて標準化（平均 0、分

散 1）した後で計算に使っています。そのため、係数は標準化された変数にかかる係数です。 

次に正準変数の具体的な個体別の数値を見てみましょう。「正準変数値」ボタンをクリッ

クすると以下のような結果が表示されます。 

 

図 4 正準変数値 

正準値 1-1 と正準値 1-2（正確には正準変数値）が、2 つの正準変数 1 の具体的な値です。

残りの正準値 2-1、正準値 2-2 は、正準変数 2 の値ですが、正準値 1-1、正準値 1-2 とは相関

が 0 になるように作られています。ここでは私自身重要性が今一つ分かっていないので、正

準変数 2 については考えないことにします。 

このようにして作られた正準変数とそれぞれの変数はどんな関係にあるのでしょうか。
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ある正準変数が含んでいる変数と、その正準変数自身との相関を正準負荷量といいます。ま

た、ある正準変数が含んでいる変数と、相関を求める相手の正準変数との相関を交差負荷量

といいます。これは、「正準負荷量」ボタンや「交差負荷量」ボタンをクリックすることで

以下のように表示されます。 

   

図 4 正準負荷量と交差負荷量 

 

正準相関分析まとめ 

正準相関分析の目的 

複数の変数から作られる２つの群の中で特徴的な量を見出し、それらの最大の相関を求

める。 

どのようにして相関を考えるのか。 

胸囲体重

座高身長

21
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+=
 正準変数の組 y と z が最大の相関を持つよう係数を選ぶ。 

y と z の最大の相関とは → 正準相関係数（変数の組によって複数ある） 

係数はどのように表示されるか。 → 正準相関分析で正準変数１係数と同２係数 

正準変数 yと z の各データの値を見るには → 正準変数値 

各変数と同じ群の正準変数との関係は → 正準負荷量（相関係数）、解釈に利用 

各変数と違う群の正準変数との関係は → 交差負荷量（相関係数）、解釈に利用 

複数の正準変数の組が得られるが、他の正準変数の組同士の関係は → 相関係数 0 

 

問題 

 正準相関分析.txt (p2) について、文系科目（英語・国語・社会）と理系科目（数学・理科）

に分け、正準相関分析を実行し、以下の問いに答えよ。但し、相関行列を用いたモデルで、

第１正準変数について考えること。 

１）文系科目と理系科目の正準相関係数はいくらか。［      ］ 

２）文系科目と理系科目の正準変数はそれぞれどのように表されるか。 

  文系正準変数＝［     ］英語＋［     ］国語＋［     ］社会 

  理系正準変数＝［     ］数学＋［     ］理科 

３）各変数の正準負荷量の値はいくらか。 

英語 国語 社会 数学 理科 
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４）各変数の交差負荷量の値はいくらか。 

数学 理科 英語 国語 社会 

     

５）各正準変数と最も相関のある同じ組の科目は何か。 

文系正準変数では［英語・国語・社会］、理系正準変数では［数学・理科］ 

６）各正準変数と最も相関のある違う組の科目は何か。 

文系正準変数へは［数学・理科］、理系正準変数へは［英語・国語・社会］ 

以下【Skip OK】 

７）各科目の平均と標準偏差（不偏分散からのもの）を求め、 

標準化変数＝（値－平均）／標準偏差 

の式によって、英語 60、国語 72、社会 66、数学 58、理科 55 の人の標準化変数値を求

めよ。 

科目 英語 国語 社会 数学 理科 

標準化変数値      

８）上の標準化値を利用して、この人の正準変数の値を求めよ。 

  文系正準変数［     ］ 理系正準変数［     ］ 

 

問題解答（正準相関分析.txt (p2)） 

１）文系科目と理系科目の正準相関係数はいくらか。［ 0.956 ］ 

２）文系科目と理系科目の正準変数はそれぞれどのように表されるか。 

  文系正準変数＝［ 1.193 ］英語＋［ -0.081 ］国語＋［ -0.149 ］社会 

  理系正準変数＝［ 0.739 ］数学＋［ 0.314 ］理科 

３）各変数の正準負荷量の値はいくらか。 

英語 国語 社会 数学 理科 

0.995 0.903 0.760 0.979 0.879 

４）各変数の交差負荷量の値はいくらか。 

数学 理科 英語 国語 社会 

0.936 0.840 0.952 0.863 0.727 

５）各正準変数と最も相関のある同じ組の科目は何か。 

文系正準変数では［英語・国語・社会］、理系正準変数では［数学・理科］ 

６）各正準変数と最も相関のある違う組の科目は何か。 

文系正準変数へは［数学・理科］、理系正準変数へは［英語・国語・社会］ 

７）各科目の平均と標準偏差（不偏分散からのもの）を求め、 

標準化変数＝（値－平均）／標準偏差 の式によって、英語 60、国語 72、社会 66、数

学 58、理科 55 の人の標準化変数値を求めよ。 

科目 英語 国語 社会 数学 理科 

標準化変数値 -0.404 -0.229 -0.303 -0.006 -0.145 

８）上の標準化値を利用して、この人の正準変数の値を求めよ。 

  文系正準変数値［ -0.418 ］ 理系正準変数値［ -0.050 ］ 

 


